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前田長太訳『パスカル感想録』解題

広　田　昌義

　この書物は次の体裁の下に，大正三年一月

二十三日，東京　洛陽堂から串版された。

外題：パスカノレ感想録　前田長太訳。

内題：仏国　ブレーズ・パスカル原著／法

　　学博士　浮田和民序／前田長太訳／

　　パスカル感想録／東京　洛陽堂。

えぴ茶色布表紙　A5版。

　内容は次の通りである。

　扉に，Blaisc　Pascalの立像の銅版画（1）と

Recuell　des　Pcns6es（1e　Pascal．（f，fr、9202

de　Ia　Biblioth6que　Nationale）p・347・（「二

つの無限」の断章草稿の一枚目）の写真各一

葉。浮田和民（当時早稲田大学法学部教授）

のr序」が三頁。猪狩史山（歴史家）のr序」

が二頁。訳者前田長太のr例言」が十三頁。

「パスカル感想録目次」が六頁。「パスカル

感想録」本文が四百八十頁。奥付あり。

　前田長太訳rパスカル感想録』は，従来，

Blaise　Pasca1の《Pens6es》の最初の邦訳

とみなされてきたが（2），じつは明治43年，

広瀬青波によって，《Pens6es》の断章が相当

数まとめて翻訳発表されているので，いわゆ

る本邦初訳の栄は，広瀬青波訳rパスカルの

パンセ』に対して与えられるべきであろう（3）。

しかし，前田長太訳rバスカル感想録』は

Blaise　Pascalの思想的概貌を日本で初めて

紹介したという点で重要な価値をもつと考え

られる。すなわち《Pens6es》を構成してい

る約1000の断章のうちrパスカル感想録』

に翻訳・収録されているのは400の断章に

も足りないとはいえ，前田長太はそれらの断

章に，ある秩序を与えて構成し，読者に

《Pens6es》の概容をうかがわせることに相当

程度成功している。それに加えて，Pascal

の《Opuscules》（『小品集』）のうち5つを翻

訳収録し，またPascalの詳細長大なbio－

8raphieを訳載し，なおかつGustavc　Lan－

son，Fer〔1illan（1Brunet沁re等のフランス

の研究者によるPasca1寸評を訳出して，

Pasca1の全体像を紹介しようという意図を

示している。

＊

　　　　　1．訳者について

　前田長太は，明治期の日本カトリック教会

においてもっとも精力的に活動した神父の一

人であった。明治期のカトリック布教につい

て綿密な調査研究の結果を発表している南山

大学助教授青山玄神父は，前田長太の経歴を

次のように記しておられる。　「パウロ前田長

太（1866－1939）＝慶長2年12月25日新

潟県北蒲原郡加治村に生まれ，明治11年4

月21日新潟でドルワール神父より受洗す。

27年9月25日，ルカ外岡金声神父ととも
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に東京教区最初の邦人司祭に叙階される。34

年以来，リニエール神父，ルモワヌ神父らと

協力して文筆活動に従事し，数多くの論文，

著書を発表する。ペン・ネームとしては，越

嶺，城北道士，城南道士，越路の雪，雪湖な

ど，いろいろの名を使用す。40年結婚して司

祭職から離れ，〔明治42年4月より外務省

翻訳官をつとめ〕，のち〔大正5年4月1日

より〕慶応大学教授〔文学部哲学科・ラテン

語およびフランス語担当〕となる。昭和14年

11月1日浦和で永眠」（4）（〔〕内は筆者（広

田）の補記）。神父としての前田長太は，す

でにr一年有半の哲学と万世不易の哲学』（5），

r器死』（6馬r哲人の文鞍』（7）等の著書

を出版して，布教目的のためとはいえ，西洋

哲学についての造詣の一端をのぞかせていた

が，不惑の齢を越えてから人生の転機を迎え

て，その後半生を，フランス語・ラテン語の

教育と西洋思想の研究・紹介に献げることに

なる（8）。しかし，司祭職を離れた後の前田長

太は，いぜんとして正統的カトリック信仰を

堅持していた（9）。たとえばrパスカル感想

録』の「例言」の中にも次のような文章が読

まれる。「吾人は其の何かを信ずるに当りて，

人を信ぜんよりも，寧ろ神を信ぜんと欲する

者なり，吾人は唯物主義の信者にあらず，特

に自惚の甚しき自己信者とならざらんことを

務むる者なり，此点より見てパスカルが神を

信じて，天啓の真理と信仰の光とに照らして，

干古の謎なる人生問題を解決したるは，大に

吾人の意を得たりと云ふ可し，吾人は寧ろ此

の点に於てパ氏の自称学者と大に其撰を異に

せる学者なるを見，科学的知識の進歩に誇り

つ、ある今の人々には最も注目すべき人物な

りと信ずる者なり。／遮莫，吾人はパスカル

の言を以て悉く真理なりとする者にはあらず，

パスカルは文豪として，哲人として，特に思

索家として大いに敬重すぺき人物なりと難，

不幸にしてジャンセニスムに陥り，幾分か懐

疑主義を賛し，尚厭世主義に傾きたるの嫌あ

れぱ，吾人の学ぴ来れる哲学及ぴ神学より見

て，謬論謬説と思はれ，少くとも矯激の議論

と思はるもの少しとせず……」（10）

　この文章は，Pascalの思想の一面を適確

に言表していると同時に，前田長太の思想的

基盤が正統カトリック信仰にあることを示し

ている。Pascalの《Pens6es》翻訳にあたっ

て，前田長太が行なった準拠原典の選択，断

章の構成配列等は，このような彼の思想を無

視しては正しく理解することはできないであ

ろう。

　　　2．翻訳準拠原典について

　前田長太は「例言」において，次のように

述べている。「……感想録の原書には種類甚

だ多くして，編者により各々其の順序を異に

すれぱ，余は何れの原書に従わんかと思案中，

幸にも偶’々上智大学所蔵の珍書を見るを得た

れぱ，大体は此の珍書に基き，尚他に二三種

を参照して，其中最も秩序的に編せられたる

ものに従ひたり」（11）。ここで述ぺられている

「珍書」，そして参照されたr二三種」の6di－

tions，またr其中最も秩序的に編せられた

るもの」とは何を指しているのであろうか。

　『パスカル感想録』の内容を一瞥すること

によって，前田長太が使用したことが明白に

わかる6dltionsは次の二種である。

A・P・雁θ3吻B・Pαε・αZ．（6diti・nde

　1670）．Paris，Flammarion，S。d．〔1905〕

　（いわゆるPort－Roya1版の複刻版。以

　下必要に応じてporと略記する）。

B・　Pθ％56θ54θ　Pα5αzZ　pubh6es　d’apr壱s

　le　texte　authentique　et　le　seul　vrai

　plan　de　l’auteur　avec　notes　philoso－

　phiques　et　th6010giques　et　une　notice
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biographique　de　Victor　Rocher，　cha－

110ine　d’Orl6alls．Tours，Alfred　Mamc

ct　fils，6diteurs．1873．Grand　in－8。。

（通称Rocher版。以下必要に応じて

Rocと略記する）。

前田長太がおそらく使用・参照したであろ

うと推定される6dltionsは次の二つである。

C．Blaise　PascaL　O汐梶36％Zβs8∫Pθ郷6θ3

　publi6es　avec　une　intro（luction，　des

　notices　et　des　notes　par　L60n　Bruns－

　chvlcg．Paris，Hachette　et　Cie．1897．

　in－160．あるL・はP8π56θ54θBJ伽5θPα5’

　oα」，　Nouvelle　6dition……　par　L60n

　Brunschvicg，　Paris，　Hachette，　1904，

　3voL，in－8。。（いずれも通称Bruns－

　chvicg版。以下必要に応じてBRUある

　いはBと略す。《Pens6es》の断章に関

　しては両者の間にほとんど差異はない。

　また前者は，前田長太が翻訳を完了した

　大正三年一月までには六版を重ねている

　が，題名が二版以後《Pense6s　et　Opus－

　cules》となったほかは，各版の問にほ

　とんど差異はない）。

D．　P8πs6θ5　4θPα50α♂．Nouvelle6ditlon

corrig6e　et　augment6e、A　Londres

1776．あるいは，E’08θθ∫Pβπ56854θ

Pα56α」．Nouvelle6dition，comment6e，

corrig6e　et　augment6e　par　Mr　de＊＊＊

〔Condorcet〕（いずれも通称Condorcet－

Voltaire版。以下必要に応じてCM⊃

と略記する）。

　なお，『パスカル感想録』六十九頁から九

十三頁にわたって，Pasca1とはまワたく無

関係の小篇が訳載されている。これはr西班

牙パスカルの人生観」と題されており，前田

長太がそえている端書によれぱ，r彼の西班

牙のパスカルと称せらる㌧哲人（グルナード）

の人生観」であるという。グルナードとは，

16世紀スペインの宗教思想家Luis　de　Gra－

nada（1505－1588）のことであり，この小篇

は，《Guida　do　Pecador》（仏訳1《Gui（1e（1es

P6cheurs》，　In，　《Les　CEuvres　spirituelles

de　Louis（1e　Grelladc》trad，par　G．Girau（1，

10voL　Pa「is・1658－1662）の抄訳であ

る（11）o

　rパスカル感想録』の目次と，使用原典と

の対照表を次に掲げる。

前田長太訳rパスカル感想録」目次 原　　典＊

人生に就ての感想

　一。人間の性質

二．人間の真相

三，人間の高貴

四．人間の虚栄

por，《chap．XXL　Colltrari6t6s6tonnantes
qui　se　trouvent　dans　la　nature（le　rhomme

a　r6gar（l　de　la　v6rit6，du　bon　c（£ur　et　de

plusieurs　autres　choses》，　全訳

por．《chap。XXII。Connaissallcc　g6n6rale

de　l’homme》，全訳

poL　《chap．XXIIL　Grandeur　de　rhomme》、

全訳

poL《chap，XXIV・Vanlt6dc「homme》・全
訳
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五．人間の弱質

六，人間の不幸

七．人間の偲傲

西班牙パスカルの人生観

宗教に就ての感想

　　　一・無神論者の冷淡を排す

　　　二真正なる宗教の印証

　　　三．人生と原罪とによりて真正の

　　　　　　　宗教を証す

　　　四・神人の冥合は不可能にあらず

　　　五．理知の用とその承服

　　　六、論証せざる信仰

　　　七，論証に飽き果てて聖書を読み

　　　　　　初むる人の心

八．人間の非理及ぴ堕落

道徳に就ての感想

　　　一・世間道徳

por。《chap，XXV，Faiblesse　de　rhomme》，

全訳

poL　《chap．XXVL　Mis6re　de　rhomme》．
全訳

Roc．《Apologie（le　la　Rehgion，Prem1もre

partie・Livre　premier・Chap．Ier。§III．一

〇rguei】et　amour　propre，preuvcs　ct　sources

dc　mis色re》．1，4，5，12，16，17－19＊＊，20，21．

Luls　de　Granada，《Guida　do　Pecador（trad．

fr，par　G．Giraud《Guide　des　p6cheurs》，In，

《Les（：Euvres　sp五rituelles　de　Louis　de　Gre－

nade》。10voL　Paris，1658－1662）

poL　　《chap，　L　　Contrc　rlnd1仔6rence　des

Ath6es》。全訳

por・　《chap，II，　Marques　（lc　la　v6ritablc

Rehgion》．全訳

por．　《chap，IIL　V6ritable　Religion　prouv6c

par　les　contran6t6s　qul　sont　dalls　l’hommc

et　par　le　p6ch60riginel》，全訳

Po「’　《chaP。IV’Il　n’est　Pas　lncroyable　que

Dieu　s’unisse註Ilous》．全訳

por・《chap・V。Soumission　et　usage　de　la
raisOll》．全訳

por・《chap・VI・Fol　sans　raisonnement》．

全訳

poL　《chap，VIIL　Image　d段ull　homme甲i
s’est　lass6de　chercher　Dieu　par　leseulrai－

sonnement，et　qui　commence　a　lire　l’Ecri－

ture》。全訳

por・　《chap・IX・Injustice　ct　corruption　de

rhomme》．全訳

por．《chap．XXIX。Pens6es　Morales》一1，
6，　8，　12，　27，　29，　41，　42，　32，，

Roc。　《Pens6es6trang色resムrApologie．Livre

premier，chap。II．Nature　de　rhomme，sin－
gularit6，falblesse，misさres》．一4，11，13，17，

21，22．

por．《chap。XXIX》。一23，19，28，22．

Roc．　《ApoL　de　la　Relig．I　part．Liv．1，

chap・III，§II－Du　peu　de　lumiOre　qui　reste

a　rhomme　pour　conna貧tre　Ia　v6rit6．Des



二・基督教道徳

　　　　1．邪欲

2。恩寵

3．信徳

徳愛4

5．徳行

人物に就ての感想

　　　一。哲学界の人物

　　　　　　　L哲学者

2．ストイシアン

3．ピノレロニアン

　　　　4．エピクテートとモンテー

　　　　　　　ギュ

ニ宗教界の人物

　　　　1・猶太人

　　　　2．モイーズ（モイゼス）

　　　　3。基督

　　　　4．マオメ（マホメット）

愛情に就ての感想

貴族に就ての感想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91

puissancc　trompeuses》、一9，10・

Roc．　《必擢，，§III，L－L’hommc　sans　la　fol

ne　peut　connaitre　Ie　vrai　biell，1e　vrai　bon－

heur》一3，4，

Roc．　《・bid，§III，II－La　Coutume　（16ter－

nline　les　positions》一1，2－3＊寧，

R・c，　《1bi（L，§III，III－La　Coutumc　falt　la

justice》一2，3，4，5，6，7，8，

Roc，《ibid、，§III，IV－La　justicectla
force》一1，2，3，4，6，7，

Roc，　《ApoL　be　la　Relig．3色me　part，Liv、

l　I，chap．1．§L－La　concupiscence》一1，2，

3，　4，　5、6，　7，　8，　9．

Roc．《lbid．，§IL－La　grace　ct　la　loi　mo・

safque》一3，4，6，7，8，9，10、

Roc．　《ibid，，chap、II．§1－La　foi》一1，2，3，

4，5，6．

Roc．　《ibid，，§II－L’esp6rance　ct　l　a　charit6》，

一3，　4，　5，　6，　9，　11，　12，　13，　14，

Roc，　《ib玉d，，§III，一Lcs（：Euvrcs》一1，2，3・

Roc・　《ApoL　de　la　Rellg，16rc　part．，Liv，

II，chapJ，§L－Des　philosophes　en　g6n6ral》
一4，　5，　6，　7，　9，　10，　13，　18．

Roc。　《ibi（i．，§II。一Des　stolc・ens－1，2・

Roc．　《ibid，，§III．一Des　pyrrhonicns》・一2，7，

8．

CND，Article　X．

poL　《chap，x，Juifs》，全訳

poL　《chap．XI，Molse》、全訳

poL　《chap．XIV．」6sus－Christ》・全訳

P・r。《chap．XVII。Contre　Mahomet。一断章

《L6Alcolm（lit……》を除いた全訳

BRU（～）

BRU（～）
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生

感
人

　
噛

雑

二信仰

義道三

四，趣味

五．人智

六奇蹟

BRU（～）一B。399，B168，B，174，B．418，
B。358，B・129，B．125，B．131，B・162，B．

206，B．216．

BRU（～）一B257，B。557，B，259，B。261，
B，264，B265，B．267，B，268，B．270，B．
287，B．279，B，277，B．283．B．288，

BRU（～）一B。293，B。296，B，320，B．313，
B．11．料＊

BRU（P）一B25，B。26，B．Appen（1ice　au
fragment．15，B．15，B，32，

poL　《Chap。XXXI，Pens6es　diverses》一23．

por。《Chap．XXVII．Pens6es　sur　les　Mim－
cles》一1，　2，　3，4，　7，　14，　15．

附　　　録

　　パスカルの性行及び其の著作 Roc。pp．IX－LXXXIII、《Noticc　sur　la、・ie　et

lesouvragesdePascal》

断　　　片

　　死に就ての感想

罪人の改心に就ての感想

古今基督教者に就ての感想

パスカル感想録に対する仏国五大

文豪の批評

poL　《Chap・XXX，Pens6es　sur　la　mort，qui
ollt（≦t6extr＆ites　d’une　lettre6crite　par　Mon－

sieurPascalsurlesujetdelamortMons重eur
son　pさre》．全言尺

BRU（～）

BRU（P）
（⊇）

註　＊　断章番号の順序は・『パスカル感想録』の訳出順による。また，部分訳である断章が相当数あるが，こ

　　　れはとくに註言己しない。

　＊＊二断章がまとめられて一断章として訳出されている。

　＊＊＊この断章B・11は，r四・趣味」の中に含まれるのが内容的にみて妥当であるので，おそらく印刷上の

　　　誤りからここに置かれているのであろう。

　上の対照表から，前田長太がPort－Roya1

版とRQcher版を主に使用して《Pens6es》

断章の翻訳を行なったことは明らかであろう。

また，rパスカル感想録』の「雑感」の部，

r一・人生，二・信仰，三・道義，四・趣味」

に収められた断章は，その配列順序がBrun－

schvicg版の断章配列にほぼ従っているよう

であるが，前田長太がBrunschvicg版その

ものに直接準拠したのか，あるいはBruns一

chv・cg版を底本にした，教科書版などの

Extraitsに拠ったのかについては，確定でき

ない。

　また，同書r人物に就ての感想，上哲学界

の人物。四エピクテートとモンテーギュ」

は普通《Opuscules》の中に収められている，

《Entretien　avec　M．de　Saci　sur　Epict就e

et　Montaigne》の要約であるが，テキスト

は，Condorcet－Voltaire版のArticle　X．



の後半部である。しかしこれも何かのExt－

raitSに転載されているものに拠って翻訳さ

れ’たという可能性もあり，CQndorcet－Vol－

taire版が直接使用されたという確証を提出

することはできない。「愛情に就ての感想」

は，《Discours　sur　les　p＆ssions（1e　ramour》

の，r貴族に就ての感想」は《Trois　dlscours

sur　la　condition　des　grands》の，r断片」

の部のr罪人の改心に就ての感想」，「古今基

督教者に就ての感想」はそれぞれ《Sur　Ia

converslon　du　p6cheur》，《Comparaison　des

Chr6tiens　des　premiers　temps　avcc　ceux

d’aujourd’hui》の全訳であるが，これもお

そらくBrunschvic9版に拠っているのであ

ろうと思われるが，その確証を提出すること

はできない。

　rパスカル感想録』の最後に付されている

「パスカル感想録に対する仏国五大文豪の批

評」は，J．M．」，A，Pr6vot　Parado1、Ferdi－

nan（1Brulleti6re，Emest　Havct，Gustave

Lansonによる，Pasca1についての短評で

あるが，これも翻訳原典を何に拠ったかは不

明である。

　さて，先に述ぺたように，前田長太は，上

智大学所蔵の「珍書」にだいたいは基づいて

翻訳の作業を行なった，と記しているが，上

の対照表を見れぱ，それがPort－Royal版か，

Rocher版かのどちらかを指していることは

確かである。この二つの版のうち，Port－

Royal版に拠っている部分がはるかに多い

のであるが，前田長太が使用した，Flam－

manon社のPort－Royal版の複刻版は，

1905年に発行された普及版であって，当時

簡単に入手できたはずであり，「珍書」と呼

ばれることは難しかったであろう。一方，

Rocher版は・1873年に出版されており・

しかも出版社はParisではなく地方都市の

Toursであったことをも考え合わせると，
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「珍書」としての資格は，Port－Roya1版の

Flammanon複刻版よりは，はるかに大き

いと言わねばならない。上智大学図書館に，

前田長太が使用したと思われるRlocher版

が，現在も所蔵されていることも，以上の推

定の裏付けとなりうるであろう。こう考えて

くると，前田長太の言う「大体はこの珍書に

基き」とは，おもに断章構成上の問題につい

て述べたと解釈すべきであろう。事実，Port－

Royal版とRocher版の間には断章構成上大

きな差異がひとつあるが，その点で前田長太

はRocher版に従っているのである。Port－

Roya1版は，まず「無神論者の無関心Hn－

diff6rencc　desAth6es」，「真の宗教の証し

Marques　de　la　v6ritable　Rel　igion」　など，

宗教的な一般問題に関する断章を巻頭に置き，

いわゆる人間学的考察一r人間の偉大さ

Grandeur　de1’homme」，「人間の空しさVa－

nit6dc「homme」，「人間の弱さFaiblessc

de「hommc」等についての断章を，ほぽ巻

末に位置づけている。これに対して，Rocher

版は，「人間の描写Peinture　de　homme」

一すなわちr人間の偉大さ，悲惨さと低俗

さGrandeur，mls色rc　et　bassessc　de1’hQm－

me」，「人間の思い上りと自愛心Orguellct

amour－propre」などに関する断章を，宗教

的一般問題についての断章の前に位置せし

めている。『パスカル感想録』は，このRochcr

版の構成に準拠しており，それに加えて，た

とえば「人生に就ての感想」の揚合に見られ

るように，Port－Royal版には存在しない一

章r人間の偲傲」をRocher版によって補加

したり，「人物に就ての感想，上哲学界の人

物」のように，Port－Royal版には欠けてい

る主題を，Rocher版に拠って構成している

のである（11）。それゆえ，前田長太が，『パス

カル感想録』の全体の構成のモデルとした

r珍書」はRocher版であり，PQrt－Roya1版
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は，彼が参照したr二三種」の版のうち，

「最も秩序的に編せられたるもの」の一つと

考えてよいであろう。

　なお，以上のような翻訳作業の過程におい

て，前田長太が，ある程度texte　critiqucを

行なっていることを特記しておきたいと思う。

Pasca1が，《想像力》ならぴに《法律》の主

題に献げた長大な二つの断章（B・82とB．

294）はいずれも部分的に省略されて，Port－

Royal版のchap，XXV《Faib豆esse　dc　r

homme》に収められているが，これを前田長

太は『パスカル感想録』の「人生に就ての感

想五・人間の弱質」の章の中に訳出している

（同書，三十三頁～四十頁）。ところが，この

二断章（B・82とB・294）の省略部分を，

前田長太は同書r道徳に就ての感想　一．世

間道徳」の中で，Rocher版に拠って訳出し

ている（同書百六十三頁～百六十四頁。百六

十六頁～百六十九頁）。

　　　3・『パスカル感想録』の性格

　前田長太がrパスカル感想録』の翻訳を行

なっていた1912年頃には，すでにL60n

Brunschvicgによる科学的文献批判の画期

的成果とみなされる，《Pens6es　et　Opuscu－

lCS》が普及していた。当時もっとも手に入

りやすかったであろうこの6ditjo11を前田

長太が手にしていたことに疑いを入れること

はできないが，彼が翻訳のためにおもに使用

したのは，texte　critiqucの上からみて多く

の疑問がある，Port－Roya1版と，Pasca1の

草稿に相当程度忠実であるとはいえ，Brmls－

chvicg版の厳正さとは比較にならないRo－

cher版であった。この事実は，《Pells6es》

翻訳に当たっての前田長太の意図がどのよう

なものであったかを明らかにしているように

思われる。

前田長太が第一に意図したのは，Pascalの

《Pens6es》の翻訳というよりも，むしろ，

Pascalの思想の大要を，日本の読者にもっ

とも親しみやすい形で紹介することであった。

それゆえ3『バスカル感想録』には，Pasca1

の小品，伝記等が収められており，またr仏

国五大文豪」のPascal寸評もそえられてい

るのである。そして《Pens6es》の断章の取

捨選択を見ても，日本の読者がとりつきがた

いであろう，高度に論理的な断章（たとえば

Port－Roya1版chap・四・に収められた

《賭》の断章）や，とくに神学的色彩の強い

諸断章（《表徴Figure》についての諸断章，

新・旧約聖書の解釈に関する諸断章）は省か

れている。このような企てのためには，約

1000の断章をすぺて収録し，しかも断章を

論理的・機械的・純客観的に分類したBrun－

schvicg版に拠るよりも，断章のテキストそ

のものは省略されていたり改鼠されていたり

するものの，Pascalの思想に初めて接する

一般の読者には親しみやすい相貌をそなえて

いるPort－Royal版に拠る方が適当である

と前田長太が考えたことはごく自然のことで

あった。つまりrパスカル感想録』の第一の

性格は，日本の読者に対するパスカノレ思想の

できうるかぎりとりつきやすい紹介書という

点に求められる。

　前田長太が，Rocher版に拠って全体的構

成を計ったことから，『パスカル感想録』の

第二の性格が明らかになる。Rocher版の編

纂者Victor　Rocherは，カトリックの神父

であって，その6ditionのもっとも大きな

特徴は，正統カトリソクの教義から逸脱した

面のある断章に，教会の立場からのきぴしい

批判的註解をほどこしている点にある。前半

生において，日本カトリック教会の神父であ

った前田畏太は，RQcher版を彼の宗教思想

ともっともよく合致するものと認めたのであ

ろう7VlctorRocherの註を，彼自身の註



として，随処に記入している（12）。またPas－

calの伝記を紹介するのに当たっても，Pas－

calのJans6nismc思想に関して批判的言辞

がこめられている，Victor　Rocherの《No－

tice　sur　la　vle　ct　les　Quvrages　de　Pasca1》

を忠実に訳出している乙とからも，前田長太

のPascal観がうかがわれる。けっきょく

『パスカル感想録』は，正統カトリック思想

とPascalの思想との相違点を明確にしつつ，

合わせてカトリック思想をもある程度読者に

伝えようという，いわば布教的意図をも有し

ていたのである。ここに，同書の第二の性格

があると言えよう。Pasca1とは無関係の「西

班牙パスカルの人生観」が，rパスカル感想

録』に収められていることも，このように考

えれぱ説明がつくのである。

＊

　前田長太が《Pells6es》の断章訳出に当た

って多くを負っているPort－Royal版は，

1570年に初版が刊行された。この版は，Pas

ca1の死後彼の部屋から見出された数多くの

紙片に書きつけられていた《Pen56es》を，

近親者・友人たちが整理分類して，当時の読

者たちにできうるかぎり親しみやすい形にと

とのえて刊行したものである。Port－Royal

版後，約一世紀を経て，1779年Bossutに

よってPascalの既刊の断章を網羅した綜合

的な断章公刊の試み（13）がなされた。それか

らまた約一世紀間にわたる多くの研究者の

さまざまな作業の後，Brunshvic9による，

科学的で厳密精確な《Pens6es》編纂が実現

された。日本においては，前田長太の訳業の

後，英訳からの重訳である加藤一夫訳r随感

録』（大正10年）（14），Brunschvic9版と英

訳本による柳田泉訳rパスカル感想録』（大正

12年）（16）などの抄訳を経て，由木康先生に
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よる，Brmschvic9版《Pcns6es》924断章

の日本最初の完訳が，rパスカル冥想録』上巻

（昭和18年）・下巻（昭和23年）（16）とし

て公刊されることになる。〔完〕

註

1．これはRochcr版（後述）から採られ

たものである。

2．たとえば『パスカル全集』人文書院，昭

34年，第二巻，「パスカル参考文献　IV・

日本におけるパスカル関係文献」をはじめ

として，Pascal《1）ells6cs》の諸種の邦訳

に付されている，文献目録の《Pens6es》

邦訳の第一は常に，前田畏太訳rパスカル

感想録』である。なお，串田孫一rフラン

ス思想史』春秋社，昭和25年，PP・219

～221に，前田長太訳rパスカル感想録』

についての簡単な書誌学的記述があるが，

原典等の問題については，「大体ポオル・

・ワイヤル版により，異本を参照して編ん

だものと思われるが」とだけしか触れられ

ていない。

3．広瀬青波訳rパスヵルのパンセ」は，雑

誌『日本及日本人』524号（明治43年1

月1日）より546号（同年11月15日ま

で断続的に連載され，212の断章（BRU・

の断章数によれば199）が訳出されている。

4。　『布教』（Thc　Japall　Missiollary　Bulle－

tin）東京オリエンス宗教研究所，昭和47

年4月号

　青山玄r明治のカトリック愛知・岐阜県

布教」P，181，註8。

5．いずれも三才社，明治34年。

6，通俗宗教談発行所，明治37年。

7．r羅旬語初歩独修』尚文堂，大正14年。

ほかに語学教育上の著作二，三あり。

8．大正元年に，r基督伝』博文館も公刊し
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　ている0

9・rパスカル感想録』「例言」九頁～十頁。

10・前掲書「例言」十一頁。

1L　この小篇を，前田長太は，明治34年に，

　「羅旬文学　哲人の人生観」と題して翻訳

　し，自家出版している。なお，《Guida　do

　Pecador》は，慶長4年に，いわゆる天草

　切支丹本のひとつとして，《きや・と・へ

　かとる》の題名の下に邦訳・出版されてい

　るo

l2，「上哲学界の人物　一．哲学者，二．ス

　トイシァン，三，ピルロニアン」は，RQ－

cher版の《ApQlo9・de　la　Reh9．Prc－

　m1色re　part・Liv・H・Chap，L§1－Des

　philosophes　en　g6n6ra1，§II－Des　Sto1一

ciens，§皿一DesPyrrhoniens》に構成と断

　章を借りている。

13『パスカル感想録』百七十一頁～百七十

　四頁，百八十七頁～百八十七頁，その他。

14（E％”7054θBJα乞5θ．Pα50認。AlaHaye，

　chez　Detune，hbralrie，1779、〔A　Paris，

　chez　Nyon〕．In－80．5vo1．Tome2．

15東京　春秋社。

16　東京　文明書院。

17　東京　白水社。

　追記．本稿の作成にあたっては，日本にお

けるパスカル文献の詳細な調査を続けておら

れる増田良二先生に，全般的な問題について

多くのご教示をうけた。また前田長太の経歴

に関しては，前田陽一先生から貴重なヒント

を与えられ，南山大学助教授青山玄神父，

外務省人事課尾本様からご教示を受けたので，

ここに厚くお礼を申し上げたい。


